












DをRnの有界閉領域とする．このとき x ∈ Dで定義される異なる二つの関数を f(x)，g(x) ∈
C[D] (f(x) ≤ g(x))とし，この２つの関数によってできる領域Af，gを
Af，g =｛(x，y)|f(x) ≤ y ≤ g(x)，x ∈ D｝
とする．また，｛1，u1，. . .，uk｝をC[D]の一次独立な関数からなる関数系とし，S =Span｛1，u1






DをRnの有界閉領域とする．任意の f，w ∈ C[D]，w(x) > 0，x ∈ Dに対して，ノルムを








||f − g0|| = inf
g∈G
||f − g||
を満たす g0 ∈ Gが存在するならば，g0を f のGからの最良近似という．
定義 (関数のグラフの通過について)
DをRnの有界閉領域とする．D上の２つの関数 f(x)，g(x) ∈ C[D]は f(x) ≤ g(x)，x ∈ Dを
みたすものとする.このとき,Af,g = {(x, y)|f(x) ≤ g(x)，x ∈ D}を考え，関数 h(x) ∈ C[D]が





C[a, b]において，f < gである２つの関数について，領域
Af,g =｛(x, y)|f(x) ≤ y ≤ g(x), x ∈ [a, b]｝













が成り立つことである．特に ||h − u∗||w,∞ = 1ならば，h(x)の Sからの最良近似のみがAf,g
に対する Sからの通過関数となる．
系 2-2
f(x) ∈ C[a，b]，c ∈ R(c > 0)について, Af，f+c =｛(x，y)|f(x) ≤ y ≤ f(x) + c，x ∈ [a，b]｝と
する．C[a，b]の一次独立な関数からなる関数系を｛1，u1，. . .，un｝，S =Span｛1，u1, . . .，un｝と










C[a, b]において，f ≤ gである２つの関数について，領域
Af,g = {(x, y)|f(x) ≤ y ≤ g(x)，x ∈ [a, b]}
を考える．２つの関数 f, g，任意の c(> 0)について，hc(x) =
f(x) + g(x) + c
2
を考える．
{1, u1, . . . , un}を一次独立な関数からなる関数系とし，S =Span{1, u1, . . . , un}とおく．任意






||hc − u∗c || 1
vc(x)
,∞ < 1，c > 0　
が成り立つことである.
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